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１
いち

．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

 

私
わたし

たちが福音
ふくいん

と呼
 よ

んでいるものは、神様
かみさま

のご計画
   けいかく

です。 

私
わたし

たちの力
ちから

で自分
じぶん

や人
ひと

を救
すく

うことができるわけではありません。 

神様
かみさま

の機嫌
きげん

を損
   そこ

なわないようにしてはならない（神様
かみさま

が嫌
いや

な思
おも

いをしないように気
き

をつけなければならない）

と感
かん

じてしまったり、神様
かみさま

に褒
ほ

められることをして点数
てんすう

を稼
かせ

いだり（自分
じぶん

を良
よ

く見
 み

せること）して私
わたし

たちの救
すく

いが決
  き

まるわけではないということです。 

このような（神様
かみさま

が嫌
いや

な思
 おも

いをしないように気
き

をつけなければならないと感
   かん

じたり、神様
かみさま

に褒
   ほめ

められること

をして自分
じぶん

を良
 よ

く見
み

せたりすること）神様
かみさま

に対
たい

する誤
あやま

った理解
   りかい

やイメージを正
ただ

しく回復
     かいふく

することが、実
じつ

は大争闘
  だいそうとう

と言
 い

われているものの一番
いちばん

大切
たいせつ

なポイントなのかもしれません。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：「神
かみ

は……世
よ

を愛
  あい

された」 

リンゴを一度
いちど

も食
た

べたことのない人
ひと

にその味
あじ

について説明
せつめい

するとしたらどのようにすればいいでしょうか。 

何
なに

か説明
せつめい

をするより、すぐにリンゴを買
か

ってきて食
た

べてもらうのが一番
いちばん

早
はや

くて確
    たし

な方法
ほうほう

だと思
  おも

います。 

神様
かみさま

の愛
あい

も同
おな

じです。 

「神
かみ

は愛
あい

です」と言葉
ことば

で言
 い

うより、私
わたし

たちはその愛
あい

を体験
たいけん

しなければなりません。 

隣人
りんじん

に対
たい

して愛
    あい

を示
しめ

すためには、まず神様
かみさま

の愛
あい

を私
わたし

たちが体験
たいけん

していなければなりません。 



 

３
さん

．月曜日
げつようび

：同情
どうじょう

と悔
  く

い改
  あらた

め 

私
わたし

たちは完全
かんぜん

に罪
つみ

の影響
えいきょう

から逃
のが

れて生
い

きることはできません。 

絶
た

えずこの罪
つみ

が及
  およ

ぼす力
ちから

と戦
 たたか

わなければならないのです。 

神様
かみさま

の罪人
つみびと

に対
  たい

する恵
めぐ

みは、自分
じぶん

を罪人
つみびと

だと認識
にんしき

している人
ひと

にのみ有効
ゆうこう

なのです（効果
こうか

があります）。 

 

４
よん

．火曜日
かようび

：恵
  めぐ

みと善行
ぜんこう

 

愛
あい

は二人
ふたり

の関係
かんけい

（人
ひと

と人
ひと

との間
あいだ

、人
ひと

と神様
かみさま

の間
あいだ

の両方
りょうほう

）の中
なか

にあるものです。 

一人
ひとり

で愛
あい

することはできないのです。 

そういった意味
い み

では神
かみ

の愛
あい

に 私
   わたし

たちがどう反応
はんのう

するかが大切
たいせつ

です。 

神
かみ

の愛
あい

は変
か

わらないからです。 

変
か

わるのはいつも人
ひと

の心
こころ

なのです。 

隣人
りんじん

に対
  たい

する愛
あい

も同
おな

じです。 

これ（隣人
りんじん

に対
たい

する愛
あい

）は私
わたし

たちが救
すく

われるために行
  おこな

わなければならない義務
ぎ む

ではありません。 

善行
ぜんこう

（良
  よ

い行
おこな

い）は神様
かみさま

の愛
あい

に対
たい

する反
はん

応
のう

（感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちや奉仕
ほうし

）として、自分
じぶん

自身
じしん

を愛
あい

するためではなく

人
ひと

のために生
い

きようとする人生
じんせい

の態度
たいど

なのです。 

それは伝道
でんどう

のための手段
しゅだん

でもないのです。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：私
  わたし

たちに共通
きょうつう

する人間性
にんげんせい

 

たとえ人
ひと

がその（神様
かみさま

の）愛
あい

を拒
 こば

み、滅
ほろ

びに至
いた

る（いつか滅
ほろ

んでしまう）ことがあろうとも、神様
かみさま

の御心
みこころ

は全
  すべ

ての世界
せかい

と全
すべ

ての人
ひと

を救
すく

うことです。 

福音
ふくいん

は神様
かみさま

のこの限
かぎ

りない（全
  すべ

ての世界
せかい

と全
すべ

ての人
ひと

を救
すく

う）愛
あい

によって全
すべ

ての人類
じんるい

が１
ひと

つの家族
かぞく

であること

を教
おし

えています。 

 

 



６
ろく

．木曜日
もくようび

：永遠
えいえん

の福音
ふくいん

 

三
さん

天使
てんし

のメッセージの中
なか

に語
かた

られている永遠
えいえん

の福音
ふくいん

について理解
りかい

するために、その中
なか

に語
かた

られている「裁
さば

き」、

「礼拝
れいはい

」と「創造
そうぞう

」の意味
い み

を考
かんが

えてみてください。 

この終
お

わりの時代
じだい

に私
わたし

たち語
かた

らなければならない永遠
えいえん

の福音
ふくいん

は、誰
だれ

かを助
たす

け、回復
かいふく

を与
あた

えることでなければな

らないのです。 


